
２  史跡  

１  と 要 

、 419.13 を 、愛媛県 部を る
な

島 部の 地部と 予 島

の島し 部 なる 地部 を松山 、 を 、 を と し、島し 部

を 島県、 を愛媛県 上島 と して る 島し 部の ち、大島・伯方島・

大三島 、 島海 大 、伯方・大島大 、大三島 、 大 島県

と て る ま 、 島 の 島県 と て る  

 本史跡 する 、大島の 部を 、四
し

島
し ま

、鵜島
し ま

、
み ち

島
ま

、
く

島
ま

、

の の 島 成 、大島と鵜島 島 る 本史跡 する能島、 崎島の 島 、

の 800 に し、 島の 17,829 、能島の周 846 、 崎島の周

256 と 島 る  

能島を に 大島・鵜島 の 海 瀬戸と 、 に能島、鵜島 瀬

戸と る海の る ま 、鵜島、伯方島 の 瀬戸 、
ちな な

て

予 島を する の に る海上 上の要 、能島 の を ると

に して る  

３：  
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２  的  

（１）地  

 、 な と瀬戸内の島 の し 景観に ま 、日本三大 の１ として

る 島海 中心 地 する平 部、 な 山 な 、 化に 地

る  

 本史跡 、大島 部に する の 800 に る 能島 、 定 な三 の島 、

部と 部の に 部 に く、 崎島 、能島に する に

島 る 島を く海に 、 方の 瀬戸・ 瀬戸 方の 瀬戸な と る

海 、 大 の 10 ト（ 18 ）に なる に しく、

海の として る  

（２）地  

の ち 地部に 、 平 に て る く の山 、 の と

て の中 代 成 なる 島と大島 、 の と に

て て る  

 、 100 上の 要山地の く な 構成 て 、

部 、 の して る 一方、能島の 地 る

に て 、 浪等の を すく、海 の とな て る  

：地  

0 10 20㎞
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（ ）  

 、瀬戸内海 に し、 の の な 、 の

る  

 51（1976）年 平成29（2017）年の42年 の年 平 15.9 、

平成 （1994）年の38.0 、 56（1981）年の-6.5 とな て る  

 水 年 水 1,275.8 る 、 に る 日 大 水

51 年（1976）の254.0 とな て る  
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（ ）  

 平成20（2008）年 に し

調査に ると、能島の

部に 、 、マ

等 して る と

ま 、 郭に の

代に メイ 、

の くの 島を

る の とな  

 し し、 の の 土

化し、 子を

とに 、 な の

し 、 に る

遺構の て る

ま 、島内に 部 、

て 、

の に の 入

る 、

、 の の と

と 考 る  

 の に、 メイ の

な に 現

の能島城跡 と なる

を して 、本史跡の地

遺構のみな の

化に を て る  

 現 、 の指 を

な の を計画的

に て 、現 メイ

の上 重要課題とな て る

：能島城跡 （ 20年） 
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 史的  

（１） 地域周 の 史 

 器 代の遺跡 、 予 島の 島
ま

、佐島
し ま

、 島
な ま

、 城島
し ま

、 島
ま

、伯方島 部な

の遺物 地 て る 、本史跡 する 内 、現 器

代の遺物 て な  

 文 代の遺跡 、 島の 島し 部の海 に て し、 に し 地

に立地して る 内 文 の遺跡として、 遺跡、 文 の遺跡として、

中学校遺跡、 遺跡、 イ る  

 弥 代の遺跡 、大島の 山 島の立 山な の 部 遺物の出土等

て る 土器 出土して る遺跡 、古 代 に 地域 する の に関

る遺跡として注 て る  

古 代に入ると、 域に て 山古 の

な 方 出現する 島し 部に て 、５

世紀に ての 存 して る

、 調査 る して る 、 る

中 になると 島の 古 にみ る に、

を内部 とする て と考

る の要 として 、 ５世紀 に する

、海上 の に ると考 て る  

古代の 地域の に て 、史 て な

、 な 史的な事 る になるの 政 の と る 平

代になると、 の する大島 の として る になる の記 に

太 （1128）年に伊予国 大島に と 記 て るの 、大島 の初

と る  

代の大島 の に て 、 を物 る史 を て る 、 代になると

予 島に 出し 川 大島 に関 る になる （1379）年に 川

として大島 地 を て る 、 （1400）年に と大島 を て

立する になる 、 川 （1492）年ま 地 を して る と る  

 代 国 代に て、 の能島城を として活 し 、能島 上

る 海賊 能島 上 、瀬戸内海を する を し、 の として

水 内・ 保 を と の海上 の活 を て 本史跡の 調査に て、

し 活 の として 、能島城 能して と考 る にな て て る ま 、

能島城 の 島の 調査成 、能島 上 の 経 の関 指 る  

能島 上 の 初 て るの 、 代の ５（1349）年の と 、

の を 島に に、 をし のと考 て る 代にな

ると能島 上 、 島 を 支 して る とを、 島 の る

る にな て 、 を 大 て る  

 国 代になると能島 上 、 ・大 ・ ・三 等と 周 の 国大

と、 に 関 、 に 関 ・ 関 とな な 、瀬戸内海 の一大 とな
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ト の 教 イス・フロイス 記し 『日本史』 、能島 上 を 日本 大の海賊

と して る （1576）年の 一 川 、 田 と し ・大

本 に能島 上 し、 方の勝 に大 く し  

 し し、 一に な 、政 の な政策 ち出 、政

の海上 ・物 る になると、海賊 能島 上 に る の海上 の活

る とになる に る四国国 の 、 15（1587）年に 能島 上 能島城

を て 、 に能島城 海賊 の本 地としての 史を る とになる  

 ５（1600）年、関 の の 、 20 の として入国し、地 を「

」 「 」 と 、 城と城 を て の を く の 、松平（久

松） の とな 、 ２（1869）年の版 ま を  

 （1871）年の 県 、 県 の 、 県 松

山県（ に 県と ）に し、 予方 に 島県（ に 山県と ） し

（1873）年に 県と 山県 し、愛媛県 し、県庁 地 松山に

22（1889）年に の に 地部の中心 とな 、大 （1920）年

に 日 と して し  

 に入 、 周 との ・編入を経て、 37（1962）年に 10 を

、 ・ 、 ・海 ・ 用な を基 業

とする 業 として まし を  

 平成11（1999）年に 、 島海 大 、 大

成し、瀬戸内しまなみ海 （ 瀬戸 ）

し と と な 、

中国・四国地方の の とな 平成17

（2005）年１ 16日に 、 を

11 に る 域 、現 の

とな  島

18

２章 史跡を く



（２） の指定文化財 

 内に 、国指定 105 、県指定 43 、 指定 328 、国 文化財 の計 482 の

指定等文化財 する の ち、 地域に 、本史跡を とする国指定２ 、 指定

16 の計 18 の指定文化財 する（ ２（2020）年 現 ）  

 

No. 種別 区分 名称 員数

1

国宝
工芸品

紺絲威鎧　兜、大袖付 1 領

2 赤絲威鎧　大袖付 1 領

3 紫綾威鎧　大袖付 1 領

4 禽獣葡萄鏡 1 面

5 大太刀　銘　貞治五年丙午千手院長吉 1 口

6 沢瀉威鎧　兜、大袖付（金具廻革所欠失） 1 領

7 牡丹唐草文兵庫鎖太刀拵 1 口

8 大太刀　無銘　伝豊後友行　附野太刀拵 1 口

9 考古資料 伊予国奈良原山経塚出土品 1 括

10

重要文化財

建造物
大山祇神社本殿（宝殿） 1 棟

11 大山祇神社拝殿 1 棟

12

石造美術

大山祇神社宝篋印塔 3 基

13 宝篋印塔 1 基

14 野間神社宝篋印塔 1 基

15 五輪塔 1 基

16 五輪塔 2 基

17 宝篋印塔 1 基

18

乗禅寺石塔 11 基

宝篋印塔 （5 基）

五輪塔 （4 基）

宝塔 （2 基）

19

彫刻

木造御神像 17 躯

20 木造女神坐像 4 躯

21 木造釈迦如来立像 1 躯

22 木造守門神像 4 躯

23

工芸品

銅製水瓶 2 箇

24 鍍金大前立 3 種

25 螺鈿飾太刀　伝小松重盛奉納 1 口

26 革包太刀　銘　国吉作　大内義隆奉納 1 口

27 赤銅造太刀　銘　宗延作 1 口

28 太刀　銘　恒真　革包太刀拵 1 口

29 黒漆太刀　無銘 1 口

30 革包太刀　無銘 1 口

31 紺絲威膝鎧 1 双

32 紺糸裾素懸威胴丸 1 領

33 太刀　銘　行真　拵　山金造螺鈿鞘野太刀 1 口

34 刀　銘　慶長九年二月吉日信濃守国広作
依賀茂県主保経所望打之 1 口

35 太刀　銘　有綱　拵　山金造革包太刀 1 口

36 木造扁額　額文「日本総鎮守大山積大明神」 1 面

37 亀甲繋散蒔絵手巾掛 1 基

38 革箙 1 腰

39 金象嵌両添刃鉄鉾 1 口

40 三島明神奉納武器類 74 件

41 浅葱糸威褄取鎧　大袖付 1 領

42 萌黄綾威腰取鎧　大袖付 1 領

43 紫韋威鎧　大袖付 1 領

44 紫韋威鎧　大袖付 1 領

45 紅糸威鎧 1 領

46 白糸威褄取鎧 1 領

47 藍韋威鎧 1 領

48 色々威胴丸　兜、頬当、大袖、籠手付 1 領

49 色々威胴丸　兜、大袖 1 隻付 1 領

50 熏韋威胴丸　𩊱、大袖付 1 領

51 紫糸威腰赤銅丸　大袖付 1 領

52 茶糸威肩赤白胴丸　大袖付 1 領

53 藍韋威胴丸　大袖付 1 領

54 藍韋威胴丸　兜、大袖付 1 領

55 藍韋威胴丸　兜、大袖付 1 領

56 紫韋威胴丸　兜、大袖付 1 領

No. 種別 区分 名称 員数

57

重要文化財

工芸品

藍韋威肩腰白胴丸　大袖付 1 領

58 熏韋威胴丸　大袖付 1 領

59 熏紫韋威胴丸　大袖付 1 領

60 紫韋威胴丸　兜、壺袖付 1 領

61 紫韋威胴丸　大袖 1 隻付 1 領

62 藍韋威裾紫胴丸　兜付 1 領

63 熏韋威胴丸 1 領

64 熏韋威胴丸 1 領

65 熏韋威胴丸　兜、大袖付 1 領

66 熏韋威胴丸　大袖、袖印付 1 領

67 紅綾威肩腰萌黄綾胴丸 1 領

68 熏韋包胴丸　壺袖付 1 領

69 藍韋威肩腰白胴丸　大袖付 1 領

70 紫韋威胴丸 1 領

71 紫韋威胴丸 1 領

72 熏韋威胴丸 1 領

73 黒韋威胴丸 1 領

74 色々威腹巻　兜、喉輪、大袖付 1 領

75 藍韋威胸白紅白腹巻 1 領

76 色々威腹巻　喉輪、大袖付 1 領

77 藍韋威胸白紅白腹巻　大袖付 1 領

78 藍韋威腹巻　兜、大袖付 1 領

79 色々威鉄腹巻　籠手付 1 領

80 藍韋威胸紅白紅腹巻 1 領

81 色々威裾萌黄素懸腹巻 1 領

82 藍韋威胸紅白紅腹巻 1 領

83 熏韋威胸紅浅葱糸腹巻 1 領

84 藍韋威胸紅白腹巻 1 領

85 熏韋威腹巻 1 領

86 熏韋威腹巻 2 領

87

茶糸素懸威鉄腹巻など

6 領

・茶糸素懸威鉄腹巻　兜、頬当、袖、籠手付

・紫糸素懸威鉄腹巻　壺袖付

・萌黄糸素懸威鉄腹巻

・紫糸素懸威鉄腹巻

・紫糸素懸威鉄腹巻

・紫糸素懸威鉄腹巻

88 白綾威二十四間四方白星兜 1 頭

89

黒韋威二十間筋兜など

6 頭

・黒韋威二十間筋兜

・藍韋威二十八間筋兜

・白綾威裾藍韋十四間筋兜

・藍韋威肩白十二間筋兜

・紫韋威三十二間筋兜

・鳶兜

90

色々威大袖など

7 双

・色々威大袖

・熏韋威肩白大袖

・藍韋威腰萌黄大袖

・白綾威大袖

・紫韋威大袖

・洗韋威大袖（四段以下欠）

・金小札紅糸威腰浅葱大袖

91 金銅密教法具 5 点

92
鈸子
銅鑼

1 対
1 口

93 書跡 仏鑑禅師墨蹟 1 幅

94 典籍 大山祇神社法楽連歌
附安永六年八月十三日整理目録 1 巻 274 帖

95 古文書 大山祇神社三島家文書 210 通
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県  
大 社 

 

今治城跡 

城跡 

No. 種別 区分 名称 員数

1

有形文化財

建造物

大山祇神社十七社社殿 1棟

2 大山祇神社上津社社殿 1棟

3 大山祇神社神輿 3座

4 別宮大山祇神社拝殿 1棟

5

石造美術

石造宝篋印塔 1基

6 石造宝篋印塔 1基

7 満願寺石塔 3基

8
絵画

紙本金地著色柳橋図 1双

9 絹本著色稚児大師像 1幅

10 彫刻 木造御神像 3躯

11

工芸品

太刀（銘嘉元二年三月日） 1口

12 短刀（銘備中国住次吉作附短刀拵） 1口

13 長柄銚子 1個

14 和鏡 11面

15 木造貼付彩色前机 1基

16 太刀　無銘 1口

17

太刀　銘　和泉大掾藤原國輝
　　　享保二十乙卯年二月吉日
黒漆葵五星文蒔絵飾太刀拵　附
金装刀國輝作長三尺五寸拵目録　1巻
同控　1通、献金装刀辞　1通

2口

18
古文書

国分寺文書

3巻
・将軍家御教書

・河野家代々判物

・伊予国神社仏閣等免田註記

19 能寂寺文書 1巻

20

民俗文化財 無形民俗文化財

お供馬の行事 1件

21 一人角力 1件

22 大三島の神楽 1件

23 今治及び越智地方の獅子舞 23件

24 朝倉矢矧神社の獅子舞とにわか 1件

25 岡村島の弓祈祷 1件

26

記念物

史跡

阿方貝塚 1件

27 甘藷地蔵 1件

28 日高鯨山の古墳 1件

29 野々瀬の古墳（七間塚古墳） 1件

30 今治城跡 1件

31 伊予国分尼寺塔跡 1件

32 今治藩主の墓 1件

33 多伎神社古墳群 1件

34 甘崎城跡 1件

35 名勝 御串山 1件

36

天然記念物

名駒のコミカン 1件

37 湿地植物 1件

38 生樹の門（クスノキ） 1件

39 盛口のコミカン 1件

40 子持ち杉 1本

41 大クスノキ 1件

42 客神社の社叢 1件

43 トウツバキ 1件

No. 種別 区分 名称 員数

96

記念物

史跡

伊予国分寺塔跡 1 件

97 永納山城跡 1 件

98 妙見山古墳 1 基

99 能島城跡 1 件

100

名勝

波止浜 1 件

101 志島ヶ原 1 件

102 千疋のサクラ 1 件

103 大三島 1 件

104 八幡山 1 件

105 天然記念物 大山祇神社のクスノキ群 1 件
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市  

No. 種別 区分 名称 員数

1

有形文化財

建造物

釈迦堂本堂 1棟

2 釈迦如来厨子及び棟札
1宇
1枚

3 光林寺仁王門 1棟

4 九王地蔵堂 1棟

5 観音堂 1棟

6 喜多浦八幡大神社　芝居小屋 1棟

7

石造美術

宝篋印塔 1基

8 奈良原山経塚跡宝塔 1基

9 宝篋印塔 1基

10 五輪塔 1基

11 五輪塔 1基

12 五輪塔 1基

13 五輪塔 1基

14 五輪塔 2基

15 宝篋印塔 2基

16 宝篋印塔 2基

17 石造五輪塔 1基

18 城山の宝篋印塔 1基

19 おんがみの宝篋印塔 1基

20 石造宝篋印塔 1基

21 宝篋印塔（骨壺共） 1基

22 キリシタン石像 1基

23 五重の層塔 1基

24 五輪塔 1基

25 石造馬頭観音 1基

26 隠れキリシタン碑 1基

27 隠れキリシタン碑 2基

28 明浄寺宝篋印塔 1基

29 釈迦堂宝篋印塔 1基

30 常力宝篋印塔 1基

31 理海尼の石灯籠 1基

32 右馬允の五輪塔群 8基

33 石造多重塔 1基

34 端谷五輪塔群 8基

35 宝篋印塔 1基

36 宝篋印塔 1基

37

絵画

摩尼山光林寺之図
摩尼山奈良原之図

2巻

38 愛染明王画像・不動明王画像 2幅

39 五大尊明王画像 1幅

40 釈迦三尊画像 1幅

41 弘法大師画像 1幅

42 金輪曼荼羅 1幅

43 地蔵尊画像 1幅

44 十二天画像 12幅

45 随求菩薩画像 1幅

46 弘法大師画像 1幅

47 不動明王画像 1幅

48 両界曼荼羅図 2幅

49 普賢菩薩画像 1幅

50 十六羅漢画像 1幅

51 十三仏画像 1幅

52 弥陀三尊来迎図 1幅

53 絵馬「白馬の図」 1面

54 釈迦三尊十六善神画像 1幅

55 孔雀明王画像 1幅

56 愛染明王画像 1幅

57 金剛界曼荼羅・胎蔵界曼荼羅 2幅

58 洛中洛外図 1幅

59 山本雲渓絵馬 1枚

60 山本雲渓絵馬 1枚

61 祭行列 1幅

62 劉玄徳渡河図　山本雲渓 1面

63 仁丹四郎猪狩図　玉仙 1面

64 永平高祖御影伝　山本雲渓 2幅

65 涅槃仏画　高橋素雲 1幅

No. 種別 区分 名称 員数

66

有形文化財

絵画

絵馬「武将図」森樵眠筆 1面

67 源平合戦図屏風（一の谷・屋島） 1双

68 後三年役絵巻 3巻

69 信貴山縁起絵巻 3巻

70 西行物語絵巻 2巻

71 絵馬「遷宮の図」 1面

72 平家物語下絵小図絵巻 2巻

73 塩谷文正物語絵巻 3巻

74 雲龍図屏風 1双

75 雪景山水図屏風 1双

76 琴棋書画図屏風 1双

77 中国人物図屏風 1双

78 源氏物語図屏風（須磨・浮舟） 1双

79

彫刻

金剛力士立像 2躯

80 木造千手観音坐像 1躯

81 木造不動尊立像 1躯

82 木造薬師如来立像 1躯

83 木造十一面観音立像 1躯

84 木造阿弥陀仏坐像 1躯

85 木造薬師如来坐像 1躯

86 地蔵菩薩像 1躯

87 木造阿弥陀如来坐像 1躯

88 木造阿弥陀如来三尊像 3躯

89 木造金剛界大日如来坐像 1躯

90 木造胎蔵界大日如来坐像 1躯

91 木造南無太子立像 1躯

92 木造薬師如来三尊像 3躯

93 木造阿弥陀如来三尊像 3躯

94 木造十一面観音立像 1躯

95 木造十一面観音立像前立 1躯

96 木造阿弥陀如来立像 1躯

97 薬師三尊仏 3躯

98
木造不動明王立像
木造毘沙門天立像

各1躯

99 木造人長・木造随神 4躯

100 十一面観音菩薩立像 1躯

101 地蔵菩薩像 1躯

102 聖観音立像 1躯

103 青面金剛立像 1躯

104 木造僧形神立像 1躯

105 木造男神立像 1躯

106 木造阿弥陀三尊立像 3躯

107 木造薬師如来立像 1躯

108 木造弁才天坐像 1躯

109

工芸品

龍岡寺大般若経経筥蓋 1個

110 宝積寺大般若経経筥 3個

111 光林寺乗用籠 1具

112 刀 1口

113 刀 1口

114 刀 1口

115 刀 1口

116 刀 1口

117 槍 1本

118 菊花双雀鏡 1面

119 菊花双鶴鏡 1面

120 神楽衣裳裂布 4点

121 金刀比羅社瓦灯籠 2基

122 荒神社瓦灯籠 1基

123 遍照院庫裏鬼瓦 1基

124 刀 1口

125 梵鐘 1基

126 刀 1口

127 八幡さんの和船　石船雛形 2隻

128 黒韋威胴丸 1領

129 色々威腹巻 1領

130 紫浅葱糸威壷袖と継籠手 1双

131 紫糸威曲輪 1懸
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市  

No. 種別 区分 名称 員数

132

有形文化財

工芸品

紅糸威喉輪 1懸

133 虎蹲砲 1挺

134 釣鐘 1基

135

書跡

後西天皇宸筆 1巻

136
摩尼山光林寺並びに奈良原山 
清浄光院蓮華寺略縁起及び元本

1通

137 龍岡寺大般若経書写 400巻

138 宝積寺大般若経書写 600巻

139 光林寺文書 5巻

140 兵法虎之巻 1巻

141 虎之巻 1巻

142 芥川本浄寂寺文書（写本） 1巻

143 浄寂寺文書（写本） 1巻

144 栄福寺八幡宮縁起略（写本） 1巻

145 木造予中神社連歌 １括

146 山号額　山岡鉄舟 1面

147 享保年間俳額 2面

148 亀山八幡神社寄付板 1面

149 賦山何連歌 1巻

150 賦何衣連歌 1巻

151 賦鑓何誹諧連歌 1巻

152 古筆手鑑「藁叢」 1冊

153 和漢朗詠集 2巻

154 玉舟宗璠墨跡 1幅

155 大般若経 402巻

156 神楽本 3冊

157 大般若経 221巻

158

典籍

伊勢物語 1冊

159 伊勢物かたり 1冊

160 源氏物語 54帖

161 古今和歌集 1冊

162 新古今和歌集 2冊

163 古今和歌六帖 6冊

164 古今和歌六帖 6巻9冊

165 拾遺和歌集 1冊

166 後拾遺和歌集 2冊

167 連歌秘伝集 1冊

168 無言抄 2冊

169 源氏物語 53帖

170 詁訓和歌集 1冊

171 細川幽斉尊翁聞書 1冊

172 堀川院百首 1冊

173 版本大般若経 約300巻

174 綸旨院宣奉書等通直判物 1巻

175 霊乗上人言上状附綸旨庁宣等案 1巻

176 井手家文書 1巻

177 越智家文書 1巻

178 遍照院文書 4通

179 坪付 1巻

180

古文書

足利尊氏御判御教書 1幅

181 足利直義御判御教書 1幅

182 毛利元就書状 1幅

183 上杉輝虎（謙信）感状 1幅

184 加藤清正領知宛行状 1幅

185 羽柴（豊臣）秀吉書状 1幅

186 伊達政宗書状 1幅

187 伊達政宗書状 1幅

188 石田三成書状 1幅

189 室町幕府執事高師直奉書 1幅

190 加藤嘉明書状 1幅

191 北条氏政書状 1幅

192 小早川隆景書状 1幅

193 豊臣氏三奉行連署状 1幅

194 丹羽長重書状 1幅

195 前田利長書状 1幅

196 滝川一益書状 1幅

197 池田光政書状 1幅

No. 種別 区分 名称 員数

198

有形文化財

古文書

池田光政書状 1幅

199 池田光政書状 1幅

200 朝倉義景書状 1幅

201 毛利秀就書状 1幅

202 福島正則知行方目録 1幅

203 福島正則書状 1幅

204 大友宗麟感状 1幅

205 伊達政宗書状 1幅

206 関前村古文書 1件

207 無量寺文書 不明

208 岡文書 約100冊

209 寛永十二年 豫州木浦村年代記 1冊

210 村上武吉・村上元吉・宍戸景世連署書状 1幅

211 円光寺元佶書状（年欠6月28日付） 1幅

212 藤堂高虎置目（年欠2月21日付） 1幅

213 本多正信書状（年欠2月18日付） 1幅

214

考古資料

小鴨部地区古墳出土品 1括

215 注口土器 1個

216 和同開弥と骨壷 4件

217 本堂寺　出土瓦 不明

218

歴史資料

木造扁額（観音堂） 1面

219 木造扁額（摩尼山） 1面

220 棟札 7枚

221 棟札 11枚

222 棟札 1枚

223 天和三年棟札 1枚

224 棟札 4枚

225 棟札 1枚

226 棟札 15枚

227 棟札 2枚

228 棟札 1枚

229 喜多浦八幡大神社棟札 11本

230 地蔵院の什器・什物及び仏像 5点

231 三島神社棟札 13本

232

民俗文化財

有形民俗文化財 奴踊用具 1件

233

無形民俗文化財

藁御輿 1件

234 笠鉾まつり 1件

235 弓祈祷 1件

236 ご新田踊り 1件

237 弓祈祷 1件

238 太郎坊供養 1件

239 神明神社山車および祭り 1件

240 弓放し(弓祈祷) 1件

241 亀山八幡神社に伝わる獅子舞 1件

242 伊予万歳（中ノ川万歳） 1件

243 中村豫中神社・嶋御門神社に伝わる獅子舞 1件

244

記念物 史跡

奈良原山経塚跡 1件

245 宮の台天神社の森 1件

246 蓮明寺 1件

247 津倉の古墳 1件

248 幸門城跡 1件

249 鷹が森城跡 1件

250 重茂山城跡 1件

251 丸山城跡 1件

252 藤山古墳 1基

253 一里塚 1件

254 樹之本古墳 1基

255 五間塚古墳 1基

256 笠松城跡 1件

257 藤崎古墳 1基

258 矢矧古墳 1基

259 金比羅山古墳 1基

260 三国岩 1件

261 衣笠弁天 1件

262 怪島城跡 1件

263 弓杖城跡 １件

264 幸賀屋敷跡 1件
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市  

  

島 

島城跡 

  

No. 種別 区分 名称 員数

265

記念物

史跡

龍門山城跡 1件

266 荒神山古墳 1件

267 一里塚 1基

268 塚の谷古墳群 1件

269 窯跡 1件

270 水先遺跡 1件

271 高城古墳 1件

272 亀山八幡神社裏古墳 1件

273 高仙山城跡 1件

274 石碑「一里塚」 3基

275 石碑「大乗妙典一字一石」 1基

276 おひつ岩 1件

277 七五三ヶ浦遺跡 1件

278 大岩さん 3件

279 岩ヶ峰古墳 1件

280 正月鼻古墳石棺群 1件

281 江口貝塚 1件

282 牛神古墳 1基

283 本堂寺廃寺跡 1件

284 武田信勝公墓所 1件

285 野々瀬水路の刻字 1件

286 武田徳右衛門墓所と奉納鏡 2件

287 鉾山(宝股山)石神.盤座及び出土遺物 1体

288

名勝

鈍川渓谷 1件

289 八幡山・犬塚池・作礼山 1件

290 とびがらす山 1件

291 歌仙滝 1件

292 霧合滝 1件

293

天然記念物

大ソテツ 1株

294 大モクセイ 1本

295 大クスノキ 1本

296 ボダイジュ 1本

297 ナギの木 1本

298 チシャの木 1本

299 木練柿の木 1本

300 シキミ群 1括

301 クロガネモチ 1本

302 トウツバキ 1株

303 ノダフジ 1株

304 ユウカリジュ 1株

305 ウバメガシの樹林 約50株

306 大クスノキ 1件

307 ビャクシン 1件

308 クスノキ 1株

309 水場のヤマモモ 1件

310 大頭八幡神社社叢 1件

311 クスノキ 1株

312 クロガネモチ 1件

313 ツバキ（湯頭） 1本

314 白ツバキ 1件

315 ヤマモモの叢林 1件

316 大深山の大クスノキ 1件

317 ツバキ（御島） 1本

318 ツバキ（鶴姫） 1本

319 ヤマモモ 1件

320 シダオトメ（ツバキ） 2本

321 日本在来馬野間馬 1件

322 チクリンジザクラ（四季桜） 1件

323 マンガンジザクラ（志ぐれ桜） 1件

324 ネズミサシ 1件

325 トウツバキ 1件

326 クロバイ 1件

327 三島神社の大クスノキ 1件

328 史跡天然記念物 大楠と肩切り地蔵 2件

No. 種別 区分 名称 員数

1

登録有形
文化財

建築物 今治ラヂウム温泉本館 1件

2 工作物 旧鈍川小学校　二宮金次郎像台座 1件

3

土木構造物

井口四番浜南丸樋 1件

4 井口四番浜北丸樋 1件

5 旧井口三番浜丸樋 1件

6 登録記念物 名勝 瓢箪島 1件
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 社会的  

（１）  

 の 、158,114

（平成27年国 調査） 、

55（1980）年を とし

て、 出 を上 る

と 出 入を上 る

社会 に 、

て る ま 、 子化と

化 国平 を上 る

、平成27（2015）年

に 年 の る

33 にな て る  

（２） 業 

、瀬戸内の海上 の要 として古く 海 業 し、国内 の物 として

、 に 、 を する 業 とな ま 、 業 、 に

の 、 ン な に 活 をみ 、年 の １ １ トン、 国の

の を て る 、「 み 」と る、 に する大島 の

出地として、 業 る ま 、 な し 瀬戸内海、 な森 里山

な の を し 水 業 る  

（ ）観  

瀬戸内しまなみ海 、 と 島県 の くの島を 、 世

の 島 を な る と る と 、世 中の イ ン 愛 注

、 （2019）年11 に国の １ イ トに指定 るな 、「 イ

ストの 地」として国内のみな 海 くの観 ・ イ ン る ま 、

瀬戸内しまなみ海 、 イ ン なく ン イ ント 、 年 に

る「瀬戸内しまなみ海 ス マ 」に 国 ン 愛 て る  

 内に 、島四国 、 イ山 公 、 文化 公 な 、

上海賊にま る 遺跡として 、本史跡を 、 島（城跡）、 跡、 内

に な る ま 、 の調査研究、 報 の

として 上海賊 ジ る  

 年 に る水軍 ス 、水軍 ス 委員会 の

と、地 法 能島の里を事 局として、平成 （1991）

年 る にな 愛媛県を代 する海の 事 る

上海賊の を し に 12 み、ス を

勝ち とな て 、県内 50 60 年

する  
 

0

50, 000

100, 000

150, 000

200, 000

250, 000

の

0～14 15～64 65 以上

（ ）

24 , 696

127 , 24 8

4 5, 865

27 , 4 80

127 , 94 4

4 2, 350

31, 514

125, 37 0

34 , 620

36, 564

119, 982

28, 887

4 4 , 319

106, 7 58

22, 893

4 0, 931

114 , 626

25, 068

4 7 , 7 92

97 , 664

20, 84 2

52, 636

86, 057

18, 816

：今治市  
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 文化として 、海の みを し 土 「 し」 「法 」の 、 地 メと

して観 に の「 」 「 子 」な 、 な 地

域に し 文化 る  

（ ） ス 

本史跡 、 大島の

の 800 に する

島 る 本史跡 の

となる 定

して な し

て、ま の となる

上海賊 ジ しく

、 等を て る

業 （能島水

軍） スする

要 る 愛媛県の県庁

地 る松山 、国

317 を経て、 しま

なみ海 / 瀬戸 を

み、大島 を 、県

49 を経 して、 上海賊

ジ 能島水軍

る 島県 の本 、山

の しまなみ海

/ 瀬戸 を み、大

島 を 国 317 、県

49 を経 して 上海賊

ジ 能島水軍

る  

 上記の に本史跡 の定

して な 、

業 （能島水軍）

て る を 用

する と 本史跡を周 する

と 能 る ま 、本史

跡 上 するに 、 会社

上 に する

、 年 上 の土日に

る「能島の 」の に

： （ ） 

： （大島） 
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する を 用する 、 しく を する 要 る な 、

５ の の る  

 な 、 ２（2020）年 現 、平成 30（2018）年 7 に 法 土

し 、上 て る  

（５）法 の  

 本史跡 、能島 崎島の 周 の埋蔵文化財 蔵地 史跡指定 にな て 、

文化財保護法（ 、「法」と ）に 保護 て る（ 12 史跡指定 を ） ま

、瀬戸内海国立公 の 一 地域に指定 て る 、 公 法に る ・保護

な て る  

 周 海域 、 業法 11 １ に「 県 事 、 の に する水 に 、 業上

の 用を 、 業 を る に 業 の内 る 業の をする

要 、 、 業の をして 業調 の 公 に支 を な と ると

、 業の に て、海 業調 委員会の を 、 業 、 の

域、 業 の の内 る 事 、 予定日、 に定 業

画 業に て の地 地 （ 的 社会経 的 に 業の すると

る地 を ）、 業に て の関 地 を定 な な な 」と

定 て 、 の 業 、愛媛県告 1436 「 に る 業の

の内 る 事 等」に て る  

10：  

0 50 100 ㎞
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２章 史跡を く




